
年度　授業計画（シラバス）

60 (2) 時間(単位)

通年

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義演習

科  目  名 卒業研究Ⅱ 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2022

学        科 医療総合学科 科　目　区　分 専門分野 授業の方法

担 当 教 員 阿守　勇介
実務経験と

その関連資格

対 象 学 年 2年 学期及び曜時限 教室名 406

自ら問題点を見つけ出し、改善提案できる自主性・積極性を養う

研究の内容、発表を総合的に判断する

第
3
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

参考引用文献をもとに、研究内容を決定できる（２）

参考資料 参考文献

参考文献調査による

文献調査をおこない、情報収集する

問題発見する意識を持ってください

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
グループによる立案

第
2
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

参考引用文献をもとに、研究内容を決定できる（１）

参考資料 参考文献

第
1
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究計画を立て、メンバーで共有することができる

参考資料 参考文献

各コマに
おける

授業予定
参考引用文献調査

各コマに
おける

授業予定
参考引用文献調査

第
5
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

参考引用文献をもとに、研究内容を決定できる（４）

参考資料

第
4
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

参考引用文献をもとに、研究内容を決定できる（３）

参考資料

参考文献
各コマに
おける

授業予定
テーマとなる問題点と引用文献のすり合わせ

各コマに
おける

授業予定
テーマとなる問題点と引用文献のすり合わせ

参考文献



第
7
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法を確立することができる（２）

第
6
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法を確立することができる（１）

参考資料 参考文献

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

参考資料 参考文献
各コマに
おける

授業予定
データの取り方の選定、実践

各コマに
おける

授業予定
データの取り方の選定、実践

第
9
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法を確立することができる（４）

参考資料

第
8
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法を確立することができる（３）

参考資料

参考文献
各コマに
おける

授業予定
データの検証、考察

各コマに
おける

授業予定
データの検証、考察

参考文献

第
11
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法の確立（２）

参考資料

第
10
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法の確立（１）

参考資料

参考文献
各コマに
おける

授業予定
検証しながら発表方法を考案、作成する

各コマに
おける

授業予定
検証しながら発表方法を考案、作成する

参考文献

第
13
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法の確立（４）

参考資料

第
12
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法の確立（３）

参考資料

参考文献
各コマに
おける

授業予定
検証しながら発表方法を考案、作成する

各コマに
おける

授業予定
検証しながら発表方法を考案、作成する

参考文献

第
15
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法の確立（６）

参考資料

第
14
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

研究手法の確立（５）

参考資料

参考文献
各コマに
おける

授業予定
検証しながら発表方法を考案、作成する

各コマに
おける

授業予定
検証しながら発表方法を考案、作成する

参考文献


